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骨の骨髄で出来た 

血液は心臓をポンプ役にして 
全身の細胞に運ばれる 

酸素は肺で血液に 
ドッキング、全身の 
細胞に運ばれる 

酸素 食べ物 水分 

小腸で吸収された栄養分 
        は血液に入り 

血液の循環 

血液の循環 

血液の循環 血液の循環 
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二酸化炭素 

いらなくなった 
 
 
 
を肺から排出 

血液の役割は 
 
①体中の細胞に酸素と栄
養分を送り込み、老廃物
を外に出す 
 
②体温調整・・皮膚の血
液の循環を増やし汗をだ
して体温を一定に保つ 
 
③環境維持 新陳代謝が
ｽﾑｰｽﾞにおこなわれるよう
血液の性状を一定に保つ 

人間の体の体積の 
60%は水分 
新生児は80%が水分 
成人男性は60％  
成人女性は55％ 
高齢者は50～55％ 
 
生命維持に水分は 
欠かせない 

食べ物が栄養分にな 
り血液を通して体中の 
細胞に運ばれる 
5大栄養素 
・脂質・糖質 
・タンパク質・ﾐﾈﾗﾙ 
・ビタミン 
 
生命維持に栄養分は 
欠かせない 
 
人間の第１のエネル 
ギー源である食物は、 
消化器官のシステム 
を通過し、細かく分解 
されて栄養分となり、 
血液の流れに吸収さ 
れ、最終的に体の全 
細胞に届けられます。 
そして、その食物燃料 
は「酸化作用」によっ 
て科学的エネルギー 
となります。酸化に必 
要な酸素を集めるの 
は左右の肺であり、 
その酸素は血管網を 
通じて体内のすみず 
みまで運ばれます。 
このように個々の栄養 
分である栄養素が細 
胞から細胞へ、組織 
から組織へ、系統か 
ら系統へと受け渡しさ 
れる間に化学反応が 
起こり、エネルギーが 
変換されているので 
す。また、血液はこれ 
らの過程で生じた老廃 
物を肝臓や肺を通じて 
体外に排出する役割 
も担っています。 

生命維持に酸素と血液・血管 
は欠かせない 

生命維持に欠かせない 
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余分な水分を吸収 
残りが糞便 

排出 
小便・大便 

血液と血管 
4 

酸素は呼吸によって体内に取り入れ
られ、血液によって各器官に供給さ
れます。供給された酸素は頭脳の活
動に使われたり、運動のエネルギー
として消費されます。体内の酸素消
費量は、各組織によってかなりの差
があり、全身の臓器・器官のうち最
大の酸素消費者である脳は、その重
量わずか1.4ｋｇで体重の２％程度で
すが、酸素消費量は、全身の約25％
にあたります。反面、筋肉のように、
酸素をある程度貯蓄できる「ミオグロ
ビン」のような物質の持ち合わせが
ないため、酸素が供給されても一瞬
にして使い果たしてしまいます。もし
心臓停止などで血液が止まれば、脳
の機能もその瞬間に止まり、意識不
明で仮死状態に陥ります。 

人間の呼吸により取り入れられた酸素は肺で血液に巡り合い全身の細胞に届けられ体が機能しています。 
人間のエネルギー源である食べ物や水分は消化器官で栄養分になり、毛細血管やリンパ管など血液を通って全身に運ばれてい 
ます。生命維持に欠かせない酸素や栄養分は心臓をポンプ役にした運搬役の血液で全身の細胞に運ばれています。 
どれ一つ欠けても生命は成り立たないことを考えると、50年も60年も一日として休むことなく動き続けている人間の体は奇跡といえ 
るほどうまくできている・・・と思うと同時に不思議でなりません。誰がこのような仕組みをつくったのか？ 
地球上のすべての人、ＡさんもＢさんも、欧州人もｱｼﾞｱ人も皆、同じ仕組みで生きているのですから・・・ 
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